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研究成果の概要： 
 新たに特殊教育から特別支援教育へと制度の転換が図られる中、特に特別支援学校には 
センター的機能を発揮することが求められてきている。乳幼児期においては特に障害が早 
期に発見される視覚障害、聴覚障害を中心にした早期発見から支援に至る医療と教育の連 
携の重要性を明らかにしてきた。その成果をセミナー、パンフレットの形式でまとめた。 
また通常学級に在籍する発達障害をもつ児童生徒への支援を中心とするセンター的機能と 
して、児童生徒の困難をアセスメントし、支援方法について検査から読み指導プログラム 
に展開できることを示し、さらに簡便なアセスメントシートを開発した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

2007年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

 2008年度 4,700,000 1,410,000 6,110,000 

年度  

年度  

総 計 13,400,000 4,020,000 17,420,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：特別支援教育、センター的機能、軽度発達障害、支援の体系化、評価システム 
 
１．研究開始当初の背景 
      文部科学省「今後の特別支援教育の在
り方について」最終報告（平成１５年３
月）は、我が国の障害児教育について「特
殊教育体制」から「特別支援教育体制」
への制度転換の方針を提言した。特別支
援教育体制では、盲・聾・養護学校に対
し学校教育の充実に加え、蓄積してきた
教育資源の拡大的活用によって、地域の
障害児教育のセンター的機能を果たすこ
とを求めている。期待されるセンター的

機能の中核的内容は、障害のある子ども
に対して医療・保健・福祉・労働機関等
と連携し乳幼児期から学校卒業後までの
一貫した相談支援の機能を充実させるこ
と、また通常の学校における障害のある
子どもへの支援システムを拡充・整備す
ることであり、特に後者については、今
後新たに教育的支援の対象となるＬＤ、
ＡＤＨＤ、高機能自閉症等の軽度発達障
害児に対する支援システムの構築が大き
な課題となっている。 



２．研究の目的 
（１）障害のある乳幼児への支援について、
医療・保健・福祉機関等との連携及び発
達支援・家族支援という観点から、既に
一定の実績のある視覚障害、聴覚障害を
中心に検討し、関係機関との連携の現状
を分析して、現状における問題点と今後
の方向性について明らかにする。また特
別支援学校（視覚、聴覚）における乳幼
児期における発達評価と教育的支援に関
わる専門性を明確化する。さらに重度
化・多様化している障害について、新生
児期からの早期発見とフォローアップ体
制に関わる医療の場での展開の現状を把
握し、障害のある子どもに対する乳幼児
期からの発達支援・家族支援の体系的あ
り方について考察するとともに、その中
での特別支援教育のセンター的機能の役
割について提言する。 

（２）新たに教育的支援の対象となる軽度発
達障害児を主たる対象に、障害の認知心
理学的評価や教育的ニーズ評価の方法お
よび支援プログラムに関する研究を行い、
評価のための多様な方法を開発するとと
もに、評価から支援方法の提案に至る一
連のシステムを明確化する。 

 
３．研究の方法 
   対象障害としては筑波大学附属障害
教育学校５校の対象である視覚障害、聴
覚障害、知的障害、肢体不自由、自閉症
及びそれらの重複障害、さらに軽度発達
障害とし、また子どもの年齢としては乳
幼児期から義務教育段階までを対象とし
た。センター的機能に関する全国調査研
究ならびに筑波大学附属障害教育学校５
校における乳幼児教育相談活動の実践的
研究を行う。またアセスメント研究とし
て、海外におけるセンター的機能におけ
るアセメント方法の調査研究、および新
たに開発した認知機能検査の生理心理学
背景に関する基礎研究と応用研究をおこ
ない、さらに通常学校で簡便に利用可能
なアセスメントシートの開発を行う。 

 
４．研究成果 
（１）研究１：最終年度の講演・シンポジウ
ムで，それぞれの分担研究者が関わった
研究成果の全体を公開することとし，以
下のような構成をとった。 

  １、周産期医療とフォローアップ体制－
障害のある赤ちゃんの発達を繋ぐ連携－、
三科潤 （前東京女子医大母子医療セン
ター） 

  ２、視覚障害乳幼児の発達支援－全国調
査結果－、星祐子 （特別支援教育研究セ
ンター） 

  ３、聴覚障害乳幼児の発達支援－全国調
査結果－、庄司和史（信州大学） 

  ４、筑波大学附属視覚特別支援学校にお
ける乳幼児支援の実際、高見節子（筑波
大学附属視覚特別支援学校） 

  ５、筑波大学附属聴覚特別支援学校にお
ける乳幼児支援の実際、松本末男（筑波
大学附属聴覚特別支援学校） 

  ６、地域支援システムの立ち上げと展開 
－島根県における新生児聴覚スクリーニ
ン グ 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 体 制 －     
福島朗博（島根県立松江ろう学校） 

  ７、海外における乳幼児支援の現状 －
ドイツ及びアメリカ－原田公人（国立特別
支援教育総合研究所） 

 
  １は長年にわたり周産期医療の現場で
障害の発見から療育につなぐ活動を展開
してきた経験からの，教育・療育機関へ
の提言であり，２、３は本研究の中心と
なった調査研究である。１～３によって
医療との連携における教育サイドからの
働きかけの必要性が明確になり，医療・
福祉・保健機関を対象としたリーフレッ
ト「視覚に障がいのある赤ちゃんやお子
さんのための乳幼児相談・育児学級のご
案内」及び「耳に障がいのある赤ちゃん
やお子さんのための療育・教育相談のご
案内」を作成したが，これも本研究の成
果の一つである。４，５は筑波大学附属
視覚特別支援学校育児学級及び同聴覚特
別支援学校乳幼児教育相談室における支
援の実際を報告したもので，これまでの
乳幼児教育相談の歴史の違いから取り組
みの中心的課題は異なっているが，療育
段階においてもそれぞれの教育の専門性
が活かされ，重要な役割を果たしている
ことを示すものであった。本研究の過程
で２校が協力して視覚障害と聴覚障害を
併せもつ乳幼児への連携支援を始めたこ
とも本研究の成果の一つであり，今後の
発展への足がかりとなった。６は島根県
における新生児聴覚スクリーニング後の
フォローアップ体制の構築過程を現在進
行形で報告したもので，地域の実情に根
ざして体制を作り上げてきた経過の貴重
な報告であった。さらに障害を併せ有す
る子どもに対する支援の例として，松江
五輪ネットと名付けられた特別支援学校
５校の教育相談担当者によるネットーワ
ークの立ち上げと活動が紹介され，今後
の方向性への示唆となった。７はドイツ
及びアメリカの聴覚障害児の０歳代から
の早期教育に関わる情報で，国情の違い
を超えて，早期支援システム構築に関わ
って参考にすべき内容が多く含まれてい
た。 



   本研究を通して，特別支援学校のセン
ター的機能は発達段階に応じたものであ
るべきことが改めて印象づけられた。障
害発見後の最初の段階での支援の量や質
は子どもの発達に対して重大な意味があ
り，医療・保健機関との連携を中心に，
家族から見て切れ目のない支援体制が築
かれることが重要である。これは困難な
課題であり，道は遠く見えるが，早期支
援を行う以上，連携の課題に取り組むの
は必須条件である。教育の参加は，例え
ば視覚障害教育では校内体制の整備に課
題があり，聴覚障害では新生児聴覚スク
リーニングという新しい条件への対応が
喫緊の課題であるなど障害別に多様であ
り，一律に考えるのは現状では現実的で
ない。知的障害，運動障害，発達障害等
については幼児期における特別支援学校
の関わりは，これからの課題と言えよう。
しかし，教育という安定期に入る前に，
障害の発見から受容，さらに積極的発達
支援へと移り変わっていく流動期におい
ても，子どもの発達，家族の育児を支援
する教育的対応を欠かすことはできない。
特別支援学校が，安定期の教育において
各障害教育の専門性を発揮するとともに，
流動期にある家族や子どもにもその専門
性を発揮し，関係諸機関と連携した支援
体制を創り上げていくことを強く期待し
たい。 

（２）研究２：幼稚園や小中学校に在籍する
学習障害や注意欠陥多動性障害などの発
達障害をもつ幼児・児童・生徒の発見か
ら支援に必要なツールとして、認知機能
の評価ツールが求められる。研究２では
基本的な評価ツールとして、日本版
DN-CAS を用いて、人間の基本的な情報
の符号化であるとされる同時処理と継次
処理の生理心理学的基盤を検討するため
脳波(EEG)を用い電極間のコヒーレンス
を測定した。その結果、継次処理に特徴
的な電極間コネクションのコヒーレンス
として、Upper Alpha帯域（9.8-12.7Hz）
と Beta 帯域（12.7-25Hz）で受動的刺激
を受容している条件より能動的に刺激を
処理している条件においてコヒーレンス
の低下が認められた。その領域は Luria
が継次処理に関る皮質領域であると仮定
した、前頭-側頭領域であった。また、複
数の同時処理課題と継次処理課題を遂行
中の脳波コヒーレンス間に有意な課題間
差を示すコネクションは、頭頂-後頭領域
の半球間のコネクションであった。この
点も Luriaの同時処理は頭頂－後頭領域で
担われてているとの仮説を支持するもの
であった。以上のことから、従来脳損傷
患者の臨床観察から仮説として提起され

た同時処理と継次処理の生理心理学的根
拠を提示することができた。発達障害を
もつ幼児・児童・生徒のアセスメントに、
生理心理学的根拠のある認知機能の評価
ツールとしての DN-CASを使用すること
の重要性を示唆するものである。さらに
DN-CAS が評価する同時処理と継次処理
の使用を高める平仮名読みに困難を示す
学習障害児の平仮名読みを支援するプロ
グラムを開発し、指導を行った。その結
果、音読速度の増加と誤りの減少が示さ
れ、プログラムの効果があることが示さ
れた。 

   しかし通常の学校に在籍する児童・生
徒に問題があるからとの理由から、
DN-CAS を含む知能検査などの認知機能
を評価する心理検査をすぐに実施するこ
とは困難である。そこにそれらの検査が
評価しているものを日常の行動観察から
チェックできるアセメントシートを開発
する必要性が生まれてくる。研究２では
同時処理や継次処理などの認知機能に関
連する学習や行動を観察することにより、
子どもの認知機能における困難を推定し、
それに応じた支援を考えるためのアセス
メントツールとしてアセスメントシート
の開発を行い、児童の心理検査との対応
を検討し、アセスメントシートの利用の
可能性を一部明らかにすることができた。 

   カナダ、エドモントン市教育委員会が
作成した類似したアセメントシートが、
アセスメントから支援に至る段階で幅広
く利用されていることからも、日本独自
のアセスメントシートの開発は、今後幅
広く行う必要性が指摘できた。 
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